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支援 相談 助言

卒後臨床研修 /生涯教育センター（医学部）

看護キャリア支援センター（看護学部）

生涯学習講座（薬学部）

教育開発センター（理学部）

学事統括部 /経営企画部
人事部 /システム部（事務部）

メディアセンター

キャリアセンター（習志野キャンパス）

同窓会

教育・研究支援センター連携

連携

支援体制 学長直下の組織として、各学部と連携し全学的取り組みを行っています。

支援内容 出産、育児、介護などのライフイベントと継続就労・研究教育活動を両立
していけるように、柔軟な働き方ができるような取り組みを行っています。
研究者や職員が長く、安心して働ける環境づくりを目指しています。

■ 女性研究者支援・相談体制の確立　メンター制度、コーチング・カウンセリング制度

■ 出産・育児・介護の両立支援環境の整備　准修練医制度、研究支援員派遣制度、病児保育室の開設、

　 ベビーシッター育児支援制度

■ 学内意識改革と広報活動　医学部選択科目「男女共同参画と医療」開講、意識啓発講演会実施、　

　 男女共同参画に関するグループインタビュー調査・アンケート調査、リーフレットや報告書の配布

■ キャリアパス支援と次世代育成　女子中高生を中心とした実験講座、看護学部非常勤研究生制度

編集・発行　東邦大学 男女共同参画推進センター

〒143-8540　東京都大田区大森西 5-21-16
TEL. 03-5763-6685
E-mail  danjo-o@toho-u.ac.jp
http://www.danjo.toho-u.ac.jp/

東邦大学 男女共同参画推進センター

▶ 医学部 副センター長・赤坂喜清（医学研究科先端医科学研修センター教授）

▶ 薬学部 副センター長・篠原悦子（薬学部臨床薬学研修センター准教授）　

▶ 理学部 副センター長・渡辺直子（理学部生物分子科学科教授）

▶ 看護学部 副センター長・平田松吾（看護学部人文科学研究室教授）

支援体制図

　東邦大学は、帝国女子医専以

来、女子の医療・生命科学教育

に積極的に取り組んできました。

しかし、妊娠・出産・育児等を契機に就労継続・

研究継続をあきらめざるを得なかった先輩たちも

います。社会背景は人それぞれです。皆が同じに

働くことを求めるのではなく、ダイバーシティ

(diversity：多様性 )を大切に、多彩な人材が共

に働き、一人一人が実力を十分に発揮できる環境

の拡充に全学で取り組んでいます。継続就労支援

は、労働力確保を目的とせず、専門性の継続的な

研鑽を目的とし、高い専門性を有するスタッフが

財産となって東邦大学が支えられていくと考えて

います。

センター長　医学部産科婦人科学講座准教授

片桐 由起子

　社会が持続的に発展するため

には多様な人材の多用な見方・

考え方が必要で、あらゆる分野

への女性の積極的な進出が急務となっています。

理系総合大学である東邦大学の前身は帝国女子医

学・薬学・理学の各専門学校であり、1925（大

正14）年にまず医専が創立されてから今日まで、

医療・科学・教育分野で多くの優れた女性医師・

研究者・教育者を排出してきました。「猿橋賞」

で有名な猿橋勝子さんも帝国女子理専の一期生で

す。このような女子教育の伝統を受け継ぐ本学は、

教職員も学生も、女性も男性もそれぞれの能力を

十分に発揮できる仕組みをつくるために努力と工

夫を重ねています。

顧問　東邦大学名誉教授・前理学部長

大島 範子

F rom  東 邦大学 男女共同参画推進センター
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　■ 瀬戸先生は 1999年に東邦大学医学部を卒業され、この４月で

卒後16年目を迎えられます。そもそも卒業後はどのようなプランを描

かれていたのでしょうか？

　瀬戸医師（以下省略） ■ 私は実家が耳鼻咽喉科を開業していたこと

もあり、子どものころから医者になるよう言われて育ち、その通りに医

者になったタイプです。「よき臨床医になろう」と医学部時代を過ご

しましたが、卒業時、気づけば 25歳。結婚や出産はどうなるんだろ

うと、その頃初めて意識し、焦りましたね（笑）。当時、私は大学 1

年から付き合っていた同級生の彼がいて――それが今の夫で、それな

りにいいお付き合いをしていましたが、働き出したらとても忙しくて、

寝る時間を捻出するのもやっと。しかも日々の研鑽が必要な仕事です。

季節の移ろいもわからない多忙な生活に、「早く結婚して子どもを産

みたい」なんて思っていました。ところが、同じ耳鼻科医である彼に「そ

れは専門医認定をとってから」と言われ……。そこで、認定試験を受

け合格したのですが、専門医となり医長となって働くようになったら、

とても楽しくなってしまって。結局、結婚は30歳で無事できました（笑）

　■ちょうど仕事の脂がのっ

た頃にご結婚されたのですね。

　■ はい。外来、手術から、

マネジメントや後輩の教育ま

で、さまざまな業務を担当し、

忙しくもとても充実していまし

た。けれども子どもには恵ま

れず、流産の経験もしました。 

激務で、というより、ホルモ

ン異常の病気でした。その後

36歳で再度妊娠して生まれた

のが長女です。

　■ 妊娠したら、仕事はどうしようと考えていましたか？

　■ 実は当時はあまり明確なビジョンはなかった、というのが正直な

ところです。ただ、これまで母となった先輩の耳鼻科医は、大学に籍

を残して週1くらい顔を出しつつ、自分で外勤先を見つけて働く、と

いうのが一般的だったので、私もそうなるんだろうなと思っていました。

ところが、1年半の育児休暇が終わる直前に担当教授から、准修練

医制度の利用を勧められ、詳しい内容も知らないまま、利用すること

にしたのです。

　■ 利用してみていかがですか？

　■ 時間的、精神的な余裕が生まれるので、子育てしながら仕事を

続ける医師には、とてもありがたい制度だと思います。社会保険も適

用され、安心して働けるのも、この制度の優れた点でしょう。恵まれ

た環境に感謝しています。

　■ 現在の勤務状況について教えて下さい。

　■ 大学には週に 2.5日出勤し、外来を担当しています。あとは半

日外勤、半日は自宅で研究日にあて、その日は最近関心のある小児

の聴覚障害についての研究を進めています。

　■ 3.5日という仕事量についてはどう思われますか？

　■ 私にとっては適切な量で、ワークライフバランスはすごくいいと

感じています。子どもに関わる時間が増え、保育園の保護者同伴の

遠足にも、後ろめたい思いをして仕事を休むことなく参加できていま

す。それでも家事などは、いっぱい、いっぱいですが（笑）。また、

研究はもちろん、語学学習など自己研鑽できる時間も増えました。フ

ルタイムで勤務するより時間的にも精神的にもゆとりができたことは、

医師としての生活も、母としての生活も、より豊かなものになっている

と実感しています。

ある休
日には
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ディズ

ニーラ
ンドへ
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仲むつ
まじく
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夜中に
揚げ物

を
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るそう

　医師として誇りをもち、より自己研鑽して働きつづけたい――そんな希望を抱きながらも、多忙な職務のた
め、出産後、育児との両立に悩む女性医師も少なくありません。そうした悩みの解決をめざしてつくられた准
修錬医制度。5歳の娘さんと2歳の息子さんの二児の母であり、耳鼻咽喉科において第 1号の利用者となった
瀬戸由記子医師に、制度利用の経緯や実際に利用してみての感想などをうかがいました。

　■ 医師としても 自分に余裕があるというのは、患者さんと接するう

えで大切なことですよね。

　■ それと、「子どもをもった人生」という経験値も、医師としては

大切だと思います。ただ、私が余裕をもっていられるのは、やや高齢

になってからの出産で、耳鼻咽喉科医としての業務をある程度「やり

遂げた」という自覚があるからかもしれません。その意味では、ある

程度キャリアを積んでからこの制度を活用しつつ、仕事も子育ても楽

しむのがいいかも…と、私は思います。

　■ 女性医師が子育てしながら働きつづけるために必要なことは何

だと思われますか？

　■ 一番の壁は時間が見えないことです。たとえば手術の担当医と

なれば、その患者さんに対しては全責任を負いますから、何かあった

らすぐ対応できるようにしたい。となると、自分以外にわが子の世話

をする人がいないと、小さい子を育てながらの勤務は至難の業です。

私自身、手術も好きなので再開したい気持ちもありますが、責任の重

さを考えると、今の私の状況ではなかなか難しいです。ただ、「時間

が見えない」というのは子育て中の女性医師だけの問題ではなく、

男性医師や要介護者を抱える家庭などにも共通する問題で、働く現

場の過酷さが 医療全体の疲弊につながることでもあるので、 医療界

全体でいい工夫ができればと思います。

　■ 育児をすることにより、仕事面での変化はありましたか？

　■ それまでは「仕事が人生のすべて」でしたが、子どもが生まれ

て自分の生活があったことを思い出しました（笑）。それからお子さん

を連れてくるお母さんの気持ちがすごくよくわかるようになりましたね。

かつては、「そんなことで夜中に来なくても」と心の中で思ったりもし

ましたが、今では「心配だよね、わかる、わかる」と（笑）。母とし

ての視点が加わったので、お母さんへの説明も、ツボをついてできる

ようになりました。

　■ 今後、医師として目指している方向性を教えてください。

　■ 小児の難聴外来を始められたらいいな、と考えています。現在、

その分野のエキスパートの病院を見学するなど勉強させていただいて

います。こうした機会を得られるのも、大学に所属しているからこそと

感謝しています。

　■ 子育てとの両立の秘訣など、後輩へのメッセージをお願いします。

　■ 仕事も子育ても「がんばる」というより「楽しむ」ことが大切で

はないでしょうか 。子どもとの生活は思い通りにはならないし、「こう

しなくては」とがんばりすぎると、疲れちゃいます。たとえば洗濯物

をあと１つ干せば終わるのに、下の子がチョロチョロして干せない。

そんなときは「あ、もうやめた」と（笑）。そうなるには、性格もある

かもしれませんが、自分にある程度のこころのゆとりが必要。その意

味でもこの制度の力を借りるといいと思います。いろいろな状況でこ

の制度を利用する方がいらっしゃると思いますが、私の経験からは、

できれば医師としてガッツリ勤務した経験を得てからの利用をお勧め

したいかな、と思います。

　■ 最後に、男女共同参画推進センターへの要望をお聞かせください。

　■ 相当支援いただいているので、これ以上は……（笑）。保育園

も東邦大学保育園に通園中で、病児保育も利用しますが、どちらも

子どもたちを温かく見守って下さり、素晴らしい環境。安心して預けら

れ、仕事に励むことができています。保育園は40年の歴史があって、

医学部に卒園生がいたりもします。こうした東邦ならではの優れた歴

史を、今後も刻みつづけていただきたいですね。

　■ ありがとうございました。

I n t e r v i e w

こ  ころにゆとりをもてれば、
　  仕事も子育ても
　  豊かで楽しい！

東邦大学医療センター大森病院　耳鼻咽喉科

瀬戸 由記子 医師

■ センターからのメッセージ

　准修練医制度は、子育てのためにフルタイムでの勤務が

できない等、それまでと同じスピードで階段を昇り続けら

れなくなった時に利用し、そして再び階段を昇れるように

なった時に戻ってくるための制度です。今回のインタビュー

では、本制度について”ある程度研鑽をつんでから利用

したほうがよい”というアドバイスをいただきました。次

回は、また違ったご経験談も伺ってみたいと思います。
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R e p o r t

介  護 ニ ー ズ 調 査 報 告

　 男女共同参画推進センターでは、男女共同参画の視点に立脚した本学の事業として、妊娠・出産・育児に対する支援

制度を充実していくための取組みを行ってまいりました。さらに今後は、性別を問わず、就労しながら介護にあたっている

教職員にも支援を拡大していくために、教職員の現状とニーズを知ること等、基礎的な知見を蓄積することを目的として「介

護」をテーマとしたアンケート調査を実施しました。まず、2013年5月に開催された医療安全研修会に参加した本学大森

病院職員全員を対象とした自己記入式無記名アンケート調査（全12問）を実施し、その後、2013年3月に、同様の内容

の調査を、4学部および大橋病院、佐倉病院教職員全員を対象に Web 調査にて実施しましたので、その結果の一部をご

紹介します。

センターでは、研究支援員派遣制度など、就労

しながら介護にあたっている教員（研究者）への

支援を行っています。今後、さらなる制度の発展・

充実や周知活動を積極的に行っていきたいと考え

ています。

■ 46.6％が「どのような制度があるかどうか知らない」、43.0％が「制度があることは知っているが内容はわからない」

と回答し、「制度があることやその内容についてもおおよそ分かっている」と回答した人は10.4%のみでした。

■ 「短時間勤務などの支援制度を利用しながら、

仕事と介護の両立をしたい」と考えている人が

51.1％と最も多く、11.0％が「今の仕事を辞め

て介護に専念する」、14.9％が「休業制度を利

用して自分で介護をした後に職場復帰したい」

と回答し、「仕事の仕方を特に変えないで介護を

したい」と回答した人は15.0%でした。

■ 将来直面するであろう介護に対しては、85.2％が不安を感じていることも明らかになりました。また、「どのような支援

があるとよいと思うか」、という問いに対しては、「現在ある支援制度の充実および拡大」（64.5%）、「職場の理解を得る

ための活動」（55.9％）、「介護に関する相談窓口の設置」（47.6％）などへの回答が多くみられました。

Q.介護をすることになった場合の働き方（大森病院）

Q.将来直面するであろう介護に対する不安（大森病院）

Q.本学の介護に関する支援制度についてどの程度知っているか（4学部および大橋病院、佐倉病院）

11.0

14.9
15.0

51.1

(%)

8.1
仕事を辞めて
介護に専念する

休業制度を利用し
職場復帰

短時間勤務などを利用し
両立

仕事の仕方を
変えない

その他

46.6 43.0 10.4

0 20 60 80 10040(%)

制度があることを知らない 内容までわからない 内容まで理解している

オ  ープンキャンパスへの参加

　2014年は初めての試みとして各学部のオープンキャンパスに出展しました。

　医学部での出展では、片桐由起子センター長（産科婦人科学講座准教授）が本学の男女共同参画の歩みと取組み内容に

ついて、病児保育室ひまわりの渡邊美砂室長（小児科学講座講師）が、病児保育室ひまわりの紹介について講演しました。

准修練医制度についての具体的な質問も出るなど、保護者や高校生の熱心さや関心の高さが伝わってきました。

　薬学部・理学部・看護学部では、センターの支援内容をポスター展示し口頭で支援内容について説明しました。研究支

援員派遣制度や看護職の非常勤研究生制度（詳細は p．6-7をご参照ください）について今回初めて知ったという参加者

も多く、本学の特色の１つを周知する好機会となりました。

『うまれる』上映会報告
　 2014年11月、習志野キャンパス第53回東邦祭に

おいて、映画『うまれる』の自主上映会を開催しました。

　『うまれる』は、妊娠・出産・育児をテーマにして、

命の大切さや家族の絆、人との繋がり、自分自身の原点、

そして生きることを感じていただくドキュメンタリー映画

です。この上映会には本学学生や教職員のみならず、

一般の方々からの参加も多く、112名の方に観ていただ

くことができました。鑑賞いただいた方々からは、「感動

した」「また観たい」などの声が多く寄せられました。

　また、渡辺直子副センター長（理学部生物分子学科教

授）からセンターの考えや活動を紹介し、多くの皆様に

本学の活動を知っていただく良い機会となりました。

映画『うまれる』 企画・監督・撮影：豪田トモ ( 映画公開と同時に一児の父に)

プロデューサー：牛山朋子　　ナレーション：つるの剛士

2014 年10月現在、DVD 化、一般向けDVD 販売の予定はなく、自主上映での公開のみ

2010 年 /1時間 44分

2014 年
7月 19 日（土）・8月 22 日（金）・23日（土）
13：00 ～ 17：00

大森キャンパス

医学部

2014 年
8月2日（土）・8月3日（日）
10：00 ～ 14：00

習志野キャンパス

薬学部・理学部

2014 年
8月 21 日（木）
13：30 ～ 16：30

大森キャンパス

看護学部
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I n f o rma t i on

病    児 保 育 室 ひ ま わ り

　東邦大学医療センター大森病院若草寮3階には、病気で保育園

などに通えず、家庭で世話をすることができない場合に、一時的

にお子様をお預かりする病児保育室「ひまわり」があります。

　すべての教職員の子弟が利用でき、保育士と看護師が家庭に準

じた環境で保育・看護を行っています。インフルエンザ等の感染

症にも対応した隔離室を完備し、2013年度は447人の感染症の

お子様の利用がありました。現在までに延べ2,000人を超えるお

子様が訪れ、スタッフの笑顔と温かい環境に再来を楽しみにする

子もいるほどです。

　病児保育室ひまわりは、2009年度に採択された科学技術振興

調整費「生命（いのち）の科学で未来をつなぐ女性研究者への継続

的支援モデル事業」の一つの柱として、学校法人の協力の下、男

女共同参画推進室（現男女共同参画推進センター）が中心となって、

開設されました。

　子どもが病気に罹患したときには仕事を休んだり、自分の代わり

の保育者を探したり、また、泣いているわが子を置いていく辛さを味

わったり、多くの女性研究者が仕事・研究と子育ての両立に困難を感

じてきました。そのような状況に対し、女性研究者支援を目的に開

設された「ひまわり」ですが、現在は対象者を全教職員へと拡大し、さ

らに相談室や搾乳室も併設し、柔軟な支援体制をめざしています。

　本施設の特色として、大学病院に併設されているため、保育中に

急変した際も迅速に対応が可能です。

　また、病院の管理栄養士が準備する年齢相応の病院食を給食とし

ており、胃腸炎の際には全粥食など病状に応じた対応が可能で、食

物アレルギーの除去食にも対応しています。

　子どもは元気なことが一番ですが、病気のときにはいつでも温か

く迎えられる「ひまわり」がずっと咲き続け、ご家族や職場、そし

て組織全体の助けとなり、男女共同参画のより良い社会づくりに貢

献していきたいと考えています。

男    女 共 同 参 画 と 医 療

研   究 支 援 員 派 遣 制 度

　研究支援員派遣制度は、研究との両立支援の一環として、出産・育児・介護によ
り研究者が研究を中断したりペースを落としたりすることなく研究を継続できる支

援を目的としています。2009年～2011年までは文部科学省の助成を受け、2012

年度からは、大学独自の事業として、教職員のニーズに対応して対象を拡大しなが

ら実施しています。

　就労しながら育児や介護にあたっている研究者や妊娠中の研究者は、研究の補助

業務を行う研究支援員を雇用することができます。研究支援員として雇用される学

生にとっても、両立を行う研究者を身近に体験でき、将来の研究者の姿を想像する

好機会となっています。毎年5～6月にかけて申請受付・審査を行っています。

非   常 勤 研 究 生 制 度

　本学では、「支援する側・される側」のバランスのとれた次世代育成の取組みとして「男女共同参画と医療」という授
業を行っています。
　医学部 1～4 年生を対象とした選択科目ですが毎年定員を上回る希望があり、また、男子学生の希望者も多い点も特徴

です。講義では医師としてのキャリアディベロップメント、妊娠・出産・育児、介護、実際の支援内容などについて情報

を提供し、男女共同参画の視点から様々な場面を想定してディスカッションを行います。また病児保育室ひまわりの見学

は大変人気があります。本学医学生を対象とした当センターの調査（※）では、男女学生の90％以上が将来結婚をして子

どもを持ちたいと答えており、早いうちから結婚・子育てというテーマと自分のキャリアを照らし合わせ考える機会を持
つことが、支援する側・される側双方にとって働きやすい環境づくりにつながるのだと考えています。

※ 医学生を対象とした“男女共同参画に関するアンケート”　 （2012年 1月～ 2月実施）

　東邦大学各医療センターには、臨床現場で勤務しながら同時に研究を行っている
看護職が多く存在します。医学研究者には研究者という認識がなされてきた一方、

看護職研究者については、明確に“研究者”としての身分が付与されてきませんでし

た。病院で勤務する看護職研究者が学会発表や論文執筆などを活発に行っているこ

とを鑑みると、研究者という役割の付与は重要であり、2010年４月に看護職研究者

に対して非常勤研究生として研究者役割を付与する制度を開始しました。申請し承

認されると臨床研究者として認識されるだけでなく、文部科学省科学研究費補助金

への申請が可能になります。また、統計についての E-learning 受講や統計ソフト

SPSSがインストールされたパソコンや教本の貸出もできます。2015年1月現在
33名の登録があります。

日付

2014 年 4月 16 日（水） 選択授業全体オリエンテーョン　男女共同参画と介護

キャリアディベロップメントについて2014 年 4月 23 日（水）

男女共同参画と共存2014 年 4月 30 日（水）

男女共同参画と妊娠、出産、育児とキャリアアップ2014 年 5月    7 日（水）

男女共同参画と継続就労2014 年 5月 14 日（水）

男女共同参画と病児保育2014 年 5月 21 日（水）

男女共同参画と人材育成2014 年 5月 28 日（水）

授業テーマ

男女共同参画推進センター
Webサイトにアクセス

→　支援内容

→　研究支援員派遣制度 Click!

男女共同参画推進センター
Webサイトにアクセス

→　支援内容

→　アンケート調査

→　男女共同参画に関するアンケート調査

Click!

申
請
資
格
・

雇
用
形
態
の

詳
細
は

こ
ち
ら
か
ら

男女共同参画推進センター
Webサイトにアクセス

→　看護学部研究生登録 Click!

申
請
を

希
望
さ
れ
る

方
は
こ
ち
ら

か
ら

ご利用についての詳細は
病児保育室ひまわりサイトにてご確認ください

http://www.himawari.toho-u.ac.jp/

詳
細
は

こ
ち
ら

か
ら

ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
詳
細

は
こ
ち
ら

か
ら
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学長

男女共同参画推進センター

センター長
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長
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医 
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教員・職員・学生 外部組織

支援 相談 助言

卒後臨床研修 /生涯教育センター（医学部）

看護キャリア支援センター（看護学部）

生涯学習講座（薬学部）

教育開発センター（理学部）

学事統括部 /経営企画部
人事部 /システム部（事務部）

メディアセンター

キャリアセンター（習志野キャンパス）

同窓会

教育・研究支援センター連携

連携

支援体制 学長直下の組織として、各学部と連携し全学的取り組みを行っています。

支援内容 出産、育児、介護などのライフイベントと継続就労・研究教育活動を両立
していけるように、柔軟な働き方ができるような取り組みを行っています。
研究者や職員が長く、安心して働ける環境づくりを目指しています。

■ 女性研究者支援・相談体制の確立　メンター制度、コーチング・カウンセリング制度

■ 出産・育児・介護の両立支援環境の整備　准修練医制度、研究支援員派遣制度、病児保育室の開設、

　 ベビーシッター育児支援制度

■ 学内意識改革と広報活動　医学部選択科目「男女共同参画と医療」開講、意識啓発講演会実施、　

　 男女共同参画に関するグループインタビュー調査・アンケート調査、リーフレットや報告書の配布

■ キャリアパス支援と次世代育成　女子中高生を中心とした実験講座、看護学部非常勤研究生制度

編集・発行　東邦大学 男女共同参画推進センター

〒143-8540　東京都大田区大森西 5-21-16
TEL. 03-5763-6685
E-mail  danjo-o@toho-u.ac.jp
http://www.danjo.toho-u.ac.jp/

東邦大学 男女共同参画推進センター

▶ 医学部 副センター長・赤坂喜清（医学研究科先端医科学研修センター教授）

▶ 薬学部 副センター長・篠原悦子（薬学部臨床薬学研修センター准教授）　

▶ 理学部 副センター長・渡辺直子（理学部生物分子科学科教授）

▶ 看護学部 副センター長・平田松吾（看護学部人文科学研究室教授）

支援体制図

　東邦大学は、帝国女子医専以

来、女子の医療・生命科学教育

に積極的に取り組んできました。

しかし、妊娠・出産・育児等を契機に就労継続・

研究継続をあきらめざるを得なかった先輩たちも

います。社会背景は人それぞれです。皆が同じに

働くことを求めるのではなく、ダイバーシティ

(diversity：多様性 )を大切に、多彩な人材が共

に働き、一人一人が実力を十分に発揮できる環境

の拡充に全学で取り組んでいます。継続就労支援

は、労働力確保を目的とせず、専門性の継続的な

研鑽を目的とし、高い専門性を有するスタッフが

財産となって東邦大学が支えられていくと考えて

います。

センター長　医学部産科婦人科学講座准教授

片桐 由起子

　社会が持続的に発展するため

には多様な人材の多用な見方・

考え方が必要で、あらゆる分野

への女性の積極的な進出が急務となっています。

理系総合大学である東邦大学の前身は帝国女子医

学・薬学・理学の各専門学校であり、1925（大

正14）年にまず医専が創立されてから今日まで、

医療・科学・教育分野で多くの優れた女性医師・

研究者・教育者を排出してきました。「猿橋賞」

で有名な猿橋勝子さんも帝国女子理専の一期生で

す。このような女子教育の伝統を受け継ぐ本学は、

教職員も学生も、女性も男性もそれぞれの能力を

十分に発揮できる仕組みをつくるために努力と工

夫を重ねています。

顧問　東邦大学名誉教授・前理学部長

大島 範子

F rom  東 邦大学 男女共同参画推進センター
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